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市の発展や地域経済の振興にご尽力された５氏を表彰

下田市表彰 有功表彰－地方自治功労－

小 澤 市 朗さん
お ざわ いち ろう

（80歳） 須崎

平成９年４月から平成２５年２月までの１５

年の永きにわたり、交通指導員として地域

住民の交通安全指導に貢献されました。

平成９年４月から平成２５年３月までの１６

年間の永きにわたり、須原公民館長として、

公民館活動の活性化に貢献されました。

土 屋
つち や

齊さん
ひとし

（70歳） 須原

下田市技能功労者表彰

細 田 正 美さん
ほそ だ まさ み

（61歳）

左官 経験44年 箕作

細田左官

土 屋 和 秋さん
つち や かず あき

（65歳）

左官 経験51年 椎原

土屋左官

山 田
やま だ

収さん
おさむ

（69歳）

菓子製造 経験54年 横川

ロロ黒船

市では、市の発展や文化の向上、産業や社会福祉の分野で、功績のあった方に対し、下田市

表彰・下田市技能功労者表彰を行っています。

表彰を受けられた皆様の功績と功労をたたえここに紹介します。

問合せ先 総務課秘書広報係 緯鰻２２１１

下田市表彰・技能功労者表彰祝

－３－ 広報しもだ ２０１３.１１月号

れ
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ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
地
域
の
人

が
気
軽
に
集
い
、
お
し
ゃ
べ
り
で

き
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
た
ち
は
、
誰
が
言
う

こ
と
も
な
く
そ
こ
に
集
い
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
い
、
と
き

に
は
愚
痴
を
言
っ
た
り
、
学
校
帰

り
の
子
供
た
ち
に
声
を
か
け
た
り
、

そ
こ
は
地
域
の
社
交
場
で
も
あ
り
、

情
報
交
換
、
文
化
伝
承
の
場
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
明
日
へ
の
生
き
る
源

だ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

時
代
は
過
ぎ
、
核
家
族
化
な
ど

に
伴
い
地
域
の
つ
な
が
り
は
し
だ

い
に
薄
れ
、
か
つ
て
の
縁
側
の
よ

う
な
み
ん
な
の
居
場
所
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
３
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
い
う
今
こ
そ
、
み
ん
な
が
気

軽
に
集
え
る
居
場
所
づ
く
り
、「
地

域
の
縁
側
」
が
必
要
で
す
。

今
後
、
地
域
で
の
居
場
所
づ
く

り
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
す
す
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年

月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
、

１０

月
１
回
、
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
体
操
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
な

ど
を
参
加
者
全
員
で
行
い
ま
す
。

市
内
各
地
か
ら
参
加
者
が
訪
れ

る
た
め
、「
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し

た
」
な
ど
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
聞
か
れ
ま
す
。

事
前
申
込
み
制
で
参
加
資
格
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
顔
の
絶

え
な
い
サ
ロ
ン
に
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

緯
鰻
３
２
９
４

教
え
て
く
だ
さ
い
地
域
の
縁
側

こ
の
ほ
か
に
も
地
域
で
交
流
し

て
い
る
場
所
を
知
っ
て
い
る
、
ま

た
は
「
居
場
所
づ
く
り
」
に
興
味

の
あ
る
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下
田
市
に
あ
る

「
地
域
の
縁
側
」

～
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
～

南
伊
豆
地
方
で
は
、
江
戸
時
代

か
ら
大
正
末
頃
に
か
け
て
伊
豆
石

の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

伊
豆
石
と
は

伊
豆
半
島
産
の
石
材
の
総
称
で
、

江
戸
城
石
垣
用
の
堅
石
（
安
山
岩

系
）
と
、
軟
石
（
凝
灰
岩
系
）
に

大
別
さ
れ
、
南
伊
豆
で
は
軟
石
が

生
産
さ
れ
ま
し
た
。軟
石
は
切
石（
角

棒
状
の
石
材
）
に
加
工
さ
れ
、
地

元
需
要
だ
け
で
な
く
、
江
戸
東
京

方
面
に
船
で
運
ば
れ
、
建
築
土
木

資
材
と
し
て
多
用
さ
れ
ま
し
た
。

切
石
生
産
の
歴
史

南
伊
豆
の
石
材
生
産
の
開
始
時

期
は
不
明
で
す
が
、
江
戸
後
期
の

寛
政
年
間
に
は
、
下
田
市
敷
根
や

大
沢
を
含
む
南
伊
豆
一
帯
で
広
く

切
石
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

最
も
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
た
と
み
ら

れ
、
安
政
年
間
に
は
１
年
に

万
３０

本
も
の
下
田
産
石
材
が
江
戸
に
入

荷
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
続
く

明
治
時
代
に
は
都
市
建
設
や
鉄
道
、

造
船
な
ど
の
造
営
に
多
量
な
石
材

需
要
が
あ
り
、
南
伊
豆
地
方
は
そ

の
需
要
に
応
え
、
多
く
の
石
丁
場

が
営
ま
れ
ま
し
た
。

下
田
町
で
は
、
町
民
の
ほ
と
ん

ど
が
関
わ
る
花
形
産
業
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
石
材
業
で
す
が
、

海
上
運
輸
の
変
容
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
普
及
、
大
谷
石
の
出
現
等
に

よ
っ
て
明
治
末
頃
か
ら
衰
退
し
、

昭
和
初
期
に
は
生
産
を
停
止
し
た

と
い
い
ま
す
。

今
日
、
南
伊
豆
地
方
に
伝
統
的

な
石
材
生
産
業
は
伝
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
生
産
地
の
膝
元
と
し
て
、

下
田
旧
市
街
地
の
随
所
に
伊
豆
石

の
住
宅
や
倉
・
塀
な
ど
が
残
さ
れ

て
お
り
、
な
ま
こ
壁
と
と
も
に
下

田
の
町
を
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。伊豆石が特徴的な旧下田町の町並み

問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯
鰻
２
０
７
７

伊
豆
伊
豆
石石

シ
リ
ー
ズ
伝
建
調
査

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
緯
姥
５
０
５
５

下
田
の
町
並
み
を
特
徴
づ
け
る
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